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平成１６年９月２７日 
各   位 

会 社 名 東 京 急 行 電 鉄 株 式 会 社 
代表者名 取 締 役 社 長  上 條 清 文 

（コード番号 ９００５ 東証第１部） 
問合せ先 財務戦略推進本部 連結経営推進部 

Ｉ Ｒ 担 当 課 長  柏 崎 和 義 
(ＴＥＬ ０３－３４７７－６１６８) 

 
確定拠出年金制度の導入、固定資産の譲渡、関連会社株式の譲渡、 

連結子会社における販売用不動産評価損の計上ならびに 
平成１６年９月中間期業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 

 
 
Ⅰ．確定拠出年金制度の導入について 
 

当社は、平成１６年９月２７日開催の取締役会において、平成１６年１０月１日より
確定拠出年金制度を導入し、退職給付制度を改定することを決議いたしましたので、以
下のとおりお知らせいたします。 

 
１．退職給付制度の改定 

当社は現在、退職一時金制度と適格退職年金制度で構成する退職給付制度を採用し
ておりますが、今般、厚生労働大臣の承認を得て、平成１６年１０月１日より、新た
に確定拠出年金制度を導入し、退職一時金制度および確定拠出年金制度（改定期日に
おいて満５３歳以上の社員については確定給付年金制度）で構成する退職給付制度へ
移行します。 

 
２．業績に与える影響 

   退職給付制度の改定に際して、確定拠出年金制度への移行部分に相当する退職給付
債務の未償却残高を一括償却するため、平成１６年９月中間単独決算および連結決算
において１２４億円を特別損失に計上する見込です。 

   なお、当該特別損失の金額は、仮条件に基づく概算値であり、中間期末時点までの
年金資産の運用状況等により変動する可能性があります。 

 
 
Ⅱ．固定資産の譲渡について 
 
  当社は、平成１６年９月２７日開催の取締役会において、以下のとおり固定資産の譲
渡を決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 
１．譲渡の理由 
  当社保有のホテル土地建物を、ホテル事業資産保有会社であります連結子会社の株
式会社ティー・エイチ・プロパティーズに譲渡し、ホテル事業の資産保有機能を同社
に集約するものであります。 
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２．譲渡資産の内容 
 

 資産の内容及び所在地 帳簿価額 譲渡価額 現況  
       百万円      百万円   
 横浜エクセルホテル東急     
  横浜市西区南幸一丁目１番３外     
   土地 1,893.00㎡ １，３４４ ６，０３０ ホテル  
   建物 地下２階、地上９階建 

鉄骨鉄筋コンクリート造 
     15,165.31㎡（延床面積） 

    

      
 新橋愛宕山東急イン 南館     
  東京都港区愛宕一丁目１３番     
   土地 1,223.47㎡ ４４３ ２，６１０ ホテル  
   建物 地下１階、地上１２階建 

鉄骨鉄筋コンクリート造 
     7,384.11㎡（延床面積） 

    

      
 小倉東急ビル     
  北九州市小倉北区紺屋町１４７番１外     
   土地 1,360.29㎡ ９２１ １，４００ ホテル  
   建物 地上１３階建 

鉄骨鉄筋コンクリート造 
      8,099.60㎡（延床面積） 

    

      
 釧路東急イン     
  釧路市北大通十三丁目１番１９外     
   土地 1,215.79㎡ ５４２ ５６５ ホテル  
   建物 地下１階、地上１０階建 

鉄骨鉄筋コンクリート造 
      5,969.57㎡（延床面積） 

    

      
 帯広東急イン     
  帯広市西一条南十一丁目２番外     
   土地 2,142.12㎡ ６６８ ６８５ ホテル  
   建物 地下１階、地上８階建 

鉄骨鉄筋コンクリート造 
     8,317.19㎡（延床面積） 

    

      
 合   計 ３，９２０ １１，２９０   
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３．譲渡先の概要 

                                                
 商       号 株式会社ティー・エイチ・プロパティーズ  
 本 店 所 在 地 東京都渋谷区南平台町５番６号  
 代 表 者 取締役社長 鈴木 克久  
 資 本 金 ５０百万円  
 主 な 事 業 の 内 容 不動産賃貸業  
  

当 社 と の 関 係 
（資本的関係）当社が保有する同社株式 100 株（100％） 

       同社が保有する当社株式   －株 

（人 的 関係）当社の取締役が同社の取締役社長を、当社の取締

役が同社の取締役を兼務しております。 

 

 
４．譲渡の日程 
  平成１６年９月２７日     取締役会決議  
  平成１６年９月３０日（予定） 売買契約締結、引渡、代金受領 

 
５．今後の見通し 

当社は、平成１６年９月中間単独決算において、当該譲渡に伴う譲渡益７，３７０
百万円を固定資産売却益として特別利益に計上する予定であります。 

 
 
Ⅲ．固定資産の信託設定ならびに信託受益権の譲渡について 
 

当社は、平成１６年９月２７日開催の取締役会において、固定資産の信託設定ならび
に信託受益権の譲渡を決議いたしましたので、以下のとおりお知らせいたします。 
 

１．譲渡の理由 
当社は、従来より保有資産の見直しによる資金回収を積極的に図ってまいりましたが、

今回の譲渡もその一環であります。 
 
２．譲渡資産の内容 
 

 資産の内容及び所在地 帳簿価額 譲渡価額 現況  
     百万円     百万円   
 横浜市青葉区榎が丘２５番１外     
  ほか厚生福利施設用地５物件   厚生福利  
  土地 合計 19,257.25㎡   施設用地  
      
 合   計 ２，４０６ ６，１４７   
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３．信託先および信託受益権譲渡先の概要 
 

  （１）信託先の概要  
                                               
 商 号 三菱信託銀行株式会社  
 本 店 所 在 地 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号  
 代 表 者 取締役社長 上原 治也  
 資 本 金 

（平成 1 6 年 3月 3 1日現在） 
３２４，２７９百万円  

 大 株 主 
（平成 1 6 年 3月 3 1日現在） 

氏名又は名称 住所又は所在地 所有株式数 
発行済株式の総

数に占める割合 

 

  ㈱三菱東京ﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ 

ｸﾞﾙｰﾌ゚  

東京都千代田区 2,014,112千株 100%  

 主 な 事 業 の 内 容 信託銀行業、金融関連業その他  
 当 社 と の 関 係 （資本的関係）当社が保有する同行株式          －千株  
 （平成 1 6 年 3月 3 1日現在）         同行が保有する当社株式      25,046 千株  
  （人 的 関係）なし  
  （取 引 関係）同行からの借入金残高       43,277 百万円  

 
 （２）信託受益権譲渡先の概要                                                 
 商       号 有限会社オーパスシックス  
 本 店 所 在 地 東京都中央区八重洲一丁目４番２２号  
 代 表 者 取締役  田中 稔  
 設 立 年 月 日 平成１６年８月２０日  
 主 な 事 業 の 内 容 信託受益権の保有及び売買  
 当 社 と の 関 係 該当なし  

 
 ４．譲渡の日程 
   平成１６年９月２７日     取締役会決議 
   平成１６年９月２９日（予定） 売買契約締結、引渡、代金受領 
 
 ５．今後の見通し 
   譲渡後、当社は譲渡資産を三菱信託銀行株式会社から賃借いたします。 

当社は、平成１６年９月中間単独決算および連結決算において、上記固定資産の譲
渡に伴う譲渡益３，９７９百万円を固定資産売却益として特別利益に、譲渡損２３９
百万円を固定資産売却損として特別損失にそれぞれ計上する予定であります。 
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Ⅳ．関連会社株式の譲渡について 
 

当社は、平成１６年９月２７日開催の取締役会において、当社の持分法適用関連会社
である株式会社東急ハンズの株式を譲渡することを決議いたしましたので、以下のとお
りお知らせいたします。 

 
１．譲渡の理由 

株式会社東急ハンズは、東急不動産株式会社の連結子会社であり、当社は従前より
２５％の持分を保有してまいりましたが、今般、株式会社東急ハンズの今後の成長力
を評価し、更なる成長戦略の実現に向けて、中央三井キャピタル株式会社より同社株
式の取得について提案があり、当社としても、今後の同社の企業価値の向上に資する
ものと判断し、当社が保有する全株式（持株比率２５％）を譲渡することといたしま
した。 
 

２．譲渡対象会社の概要 
  （１）商 号  株式会社東急ハンズ 
  （２）本 店 所 在 地  東京都渋谷区道玄坂一丁目１０番７号 

（３）代 表 者  取締役社長 日下部 二郎 
  （４）設 立 年 月 日  昭和５１年８月２８日 
  （５）事 業 の 内 容  ＤＩＹ関連用品、ホビー用品の販売等 
  （６）決 算 期  ３月 
  （７）資 本 金  ４００百万円 

（８）発行済株式総数  １４，４００，０００株 
（９）主な株主構成  東急不動産株式会社    9,800,000 株（68.1％） 

東京急行電鉄株式会社   3,600,000 株（25.0％） 
株式会社東急コミュニティー  350,000 株（ 2.4％） 
東急リバブル株式会社    350,000 株（ 2.4％） 

 
３．株式の譲渡先 

名 称 中央三井グロースキャピタル投資事業有限責任組合 

所 在 地 東京都中央区日本橋室町三丁目２番８号 

代 表 者 無限責任組合員 
中央三井キャピタル株式会社 代表取締役 大槻 祐二 

主 な 事 業 内 容 投資業 

当 社 と の 関 係 該当無し 

 
４．譲渡株式数・譲渡価額および譲渡前後の所有株式の状況 

  （１）譲渡前の所有株式数  ３，６００，０００株（所有割合 ２５．０％） 
  （２）譲渡株式数      ３，６００，０００株（所有割合 ２５．０％） 
  （３）譲渡後の所有株式数          ０株 
  （４）譲渡価額         ４，２００百万円 
 
５．譲渡の日程 

   平成１６年９月２７日     取締役会決議 
   平成１６年９月３０日（予定） 株式譲渡 
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６．今後の見通し 

当社は、当該株式譲渡に伴い、平成１６年９月中間単独決算において関連会社株式
売却益として４，１００百万円を特別利益に、連結決算において関連会社株式売却益
として約１，４００百万円を特別利益に、それぞれ計上する予定であります。 

 
 
Ⅴ．連結子会社における販売用不動産評価損の計上について 
 

当社の連結子会社でありますＴＣプロパティーズ株式会社は、平成１６年９月中間期
において、販売用不動産のうち実質価額が帳簿価額に比べて５０％以上下落している土
地につきまして、評価損を計上いたします。 

 
   
(Ａ) 販売用不動産評価損     １１，８００百万円  
   
   
(Ｂ) 平成１６年３月期の連結純資産の額（Ａ／Ｂ×１００）   １６０，９６２百万円  
          （７．３％）  
   
(Ｃ) 平成１６年３月期の連結経常利益額（Ａ／Ｃ×１００）     ５２，９４９百万円  
         （２２．３％）  
   
(Ｄ) 最近５事業年度の連結当期純利益の平均（Ａ／Ｄ×１００）       ３，４１４百万円  
       （３４５．６％）  

※平成１６年３月期の連結当期純利益の額が１０億円未満であるため、最近５事業年度の連結当期

純利益の平均を使用しております。  
 
 当社は、平成１６年９月中間連結決算において、上記の販売用不動産評価損を特別損
失に計上する予定であります。 
また、単独決算においては、ＴＣプロパティーズ株式会社の上記の販売用不動産評価

損および平成１６年７月２７日公表の同社の固定資産売却損の計上に伴い、当社が保有
する同社株式につきまして、平成１６年９月中間期において評価損２８，２００百万円
が発生する見込であります。 
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Ⅵ．平成１６年９月中間期の業績予想（連結・単独）および配当予想の修正について 
 
 １．中間業績予想（単独）の修正について 
 
（１）平成１６年９月中間期（平成１６年４月１日～平成１６年９月３０日）の単独業

績予想については、下表のとおり、平成１６年５月１７日公表の業績予想を修正
いたします。 

 
  平成１６年９月中間期単独業績予想（平成１６年４月１日～平成１６年９月３０日） 

          （単位：百万円） 

 
（２）修正の理由は以下のとおりであります。 

平成１６年９月中間期は、売上高１，２２４億円、経常利益２２６億円、中間純利
益１０４億円を予想しておりましたが、不動産販売事業において大型物件の引渡しが
下期となり、売上高は前回予想に比べて３５億円減収の１，１８９億円となりますが、 
建売住宅および戸建用地の分譲が計画を上回り、不動産賃貸事業も増益となる見通し
であり、経常利益は２９億円増益の２５５億円となる見込であります。 
しかしながら、前記の特別損益を織り込んだ結果、中間純利益は３４億円減少して

７０億円となる見通しであります。 
 
 ２．中間業績予想（連結）の修正について 
 
（１）平成１６年９月中間期（平成１６年４月１日～平成１６年９月３０日）の連結業

績予想については、下表のとおり、平成１６年８月２４日公表の業績予想を修正
いたします。 

 
  平成１６年９月中間期連結業績予想（平成１６年４月１日～平成１６年９月３０日） 

          （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） １２２，４００ ２２，６００ １０，４００ 

今 回 発 表 予 想 （Ｂ） １１８，９００ ２５，５００ ７，０００ 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △３，５００ ２，９００ △３，４００ 

増 減 率    （％） △２．９ １２．８ △３２．７ 

(ご参考)前年同期実績(平成１5年9月中間期) １１４，６４２ １６，５９４ △３９，５９５ 

 売 上 高 経 常 利 益 中間純利益 
前 回 発 表 予 想 （Ａ） ５１０，０００ ３１，２００ １４，０００ 

今 回 発 表 予 想 （Ｂ） ５１０，０００ ３４，６００ １３，０００ 
増 減 額 （Ｂ－Ａ）  － ３，４００ △１，０００ 
増 減 率    （％） － １０．９ △７．１ 
(ご参考)前年同期実績(平成１5年9月中間期) ６８６，２１６ ２２，９７０ ２７，２０５ 
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（２）修正の理由は以下のとおりであります。   

平成１６年９月中間期は、売上高５，１００億円、経常利益３１２億円、中間純利
益１４０億円を予想しておりましたが、当社の経常利益の増益のほか、前記の特別損
益を織り込んだ結果、経常利益は３４億円増益の３４６億円、中間純利益は１０億円
減益の１３０億円となる見通しであります。 

 
３．配当予想の修正について 

 
（１）平成１７年３月期の配当予想については、下表のとおり、平成１６年５月１７日

の決算発表時に公表した配当予想を修正いたします。 
 
平成１７年３月期（平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日） 

 
（２）修正の理由は以下のとおりであります。 
   平成１６年５月１７日の決算発表時に、平成１７年３月期の中間配当を「未定」

としておりましたが、前記のとおり、平成１６年９月中間期（単独）において中間
純利益７０億円を計上する見通しのため、１株当たり２．５円の中間配当を実施す
る予定であります。なお、１株当たりの年間配当金は５．０円で変更はありません。 

 
 

以  上 

 中間期 期 末 年 間 

前回予想 （平成１６年５月１７日） 未 定 未 定 ５．０円 
今  回  修  正  予  想 ２．５円 ２．５円 ５．０円 
(ご参考 )前期 の１株当たり配当実 績 － ５．０円 ５．０円 


